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１【四半期報告書の訂正報告書の訂正理由】
　

　当社は不適切な会計処理が行われていた可能性があることが判明したため、速やかに法律・会計分野の専門家を交えた

内部調査委員会を設置し、過去の会計処理の内容およびその根拠となる取引の状況等につき、徹底した調査を進めてまい

りました。　

　内部調査委員会による調査の結果、平成24年３月期に計上すべき工事原価が、平成25年度の工事原価に付け替えられてい

ることが確認されました。　　

　これを受けて、当社は平成25年２月８日に提出した第59期第３四半期（自 平成24年10月１日 至 平成24年12月31日）に

係る四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じたため、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき

四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。　

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており、その四半

期レビュー報告書を添付しております。

　また、四半期連結財務諸表に係る訂正箇所については、XBRLの訂正も行いましたので、併せて訂正後のXBRL形式のデータ

一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

四半期連結包括利益計算書

注記事項

（セグメント情報等）

（１株当たり情報）

　

３【訂正箇所】
訂正箇所は＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第58期

第３四半期連結
累計期間

第59期
第３四半期連結
累計期間

第58期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 22,054,86819,124,63030,264,780

経常利益又は経常損失（△）（千円） 330,048△39,720 570,794

四半期（当期）純利益又は四半期純損

失（△）（千円）
15,034 △53,846 161,530

四半期包括利益又は包括利益
（千円）

△1,971 △60,446 168,839

純資産額（千円） 6,325,7296,381,3246,496,541

総資産額（千円） 18,275,59917,256,12919,434,594

１株当たり四半期（当期）純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

1.37 △4.92 14.75

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 34.6 37.0 33.4

　

回次
第58期

第３四半期連結
会計期間

第59期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は１株

当たり四半期純損失金額（△）（円）
△2.63 8.48

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第59期第３四半期連結累計期間において１

株当たり四半期純損失であり、また、上表の各第３四半期連結累計期間及び連結会計年度において潜在株式が

存在しないため記載しておりません。
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（訂正後）

回次
第58期

第３四半期連結
累計期間

第59期
第３四半期連結
累計期間

第58期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 22,054,86819,025,16430,264,780

経常利益又は経常損失（△）（千円） 330,048△42,966 474,574

四半期（当期）純利益又は四半期純損

失（△）（千円）
15,034 △55,944 99,353

四半期包括利益又は包括利益
（千円）

△1,971 △62,543 106,662

純資産額（千円） 6,325,7296,317,0506,434,363

総資産額（千円） 18,275,59917,186,88119,473,447

１株当たり四半期（当期）純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

1.37 △5.11 9.07

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 34.6 36.8 33.0

　

回次
第58期

第３四半期連結
会計期間

第59期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は１株

当たり四半期純損失金額（△）（円）
△2.63 8.40

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第59期第３四半期連結累計期間において１

株当たり四半期純損失であり、また、上表の各第３四半期連結累計期間及び連結会計年度において潜在株式が

存在しないため記載しておりません。
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第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

(1）業績の状況

（訂正前）　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要や政権交代後の財政政策・金融政

策・成長戦略への転換によるデフレ脱却への期待、それに伴う円安と株価の回復基調等が見られるものの、米国

経済の財政の崖問題及び欧州の金融不安や新興国経済の成長鈍化の行方が不透明であるうえ、エコ関連の補助金

制度の終了に伴う消費の落込みなどから、引き続き本格回復への足掛かりを掴めないまま推移いたしました。

　建設業界におきましては、新政権の国土強靭化計画による公共事業投資の増加が期待されるものの、民間設備投

資の本格的な回復には至らず、また震災復興需要に因る労務費等の上昇や建設技術者・技能者の人員不足等もあ

り、引続き厳しい状況で推移しております。

　このような環境下にあって、当社グループの連結業績は、売上高につきましては、19,124百万円（前年同四半期

比13.3％減）となりました。損益面では、営業損失111百万円（前年同四半期は253百万円の営業利益）、経常損失

39百万円（前年同四半期は 330百万円の経常利益）、四半期純損失53百万円（前年同四半期は15百万円の四半期

純利益）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

　（建築事業）

　完成工事高は14,545百万円（前年同四半期比14.2％減）、営業利益は578百万円（前年同四半期比14.5％減）

となりました。

　（土木事業）　

　完成工事高は 4,360百万円（前年同四半期比6.9％減）、営業利益は186百万円（前年同四半期比36.1％減）

となりました。

　（不動産事業）

　不動産事業の売上高は61百万円（前年同四半期比75.4％減）、営業損失は４百万円（前年同四半期は26百万

円の営業利益）となりました。

　（その他）

　その他の事業は売上高が157百万円（前年同四半期比8.7％減）、営業損失は20百万円（前年同四半期は12百

万円の営業損失）となりました。
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（訂正後）　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要や政権交代後の財政政策・金融政

策・成長戦略への転換によるデフレ脱却への期待、それに伴う円安と株価の回復基調等が見られるものの、米国

経済の財政の崖問題及び欧州の金融不安や新興国経済の成長鈍化の行方が不透明であるうえ、エコ関連の補助金

制度の終了に伴う消費の落込みなどから、引き続き本格回復への足掛かりを掴めないまま推移いたしました。

　建設業界におきましては、新政権の国土強靭化計画による公共事業投資の増加が期待されるものの、民間設備投

資の本格的な回復には至らず、また震災復興需要に因る労務費等の上昇や建設技術者・技能者の人員不足等もあ

り、引続き厳しい状況で推移しております。

　このような環境下にあって、当社グループの連結業績は、売上高につきましては、19,025百万円（前年同四半期

比13.7％減）となりました。損益面では、営業損失114百万円（前年同四半期は253百万円の営業利益）、経常損失

42百万円（前年同四半期は 330百万円の経常利益）、四半期純損失55百万円（前年同四半期は15百万円の四半期

純利益）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

　（建築事業）

　完成工事高は14,446百万円（前年同四半期比14.8％減）、営業利益は574百万円（前年同四半期比15.0％減）

となりました。

　（土木事業）　

　完成工事高は 4,360百万円（前年同四半期比6.9％減）、営業利益は186百万円（前年同四半期比36.1％減）

となりました。

　（不動産事業）

　不動産事業の売上高は61百万円（前年同四半期比75.4％減）、営業損失は４百万円（前年同四半期は26百万

円の営業利益）となりました。

　（その他）

　その他の事業は売上高が157百万円（前年同四半期比8.7％減）、営業損失は20百万円（前年同四半期は12百

万円の営業損失）となりました。

　

EDINET提出書類

株式会社　守谷商会(E00251)

訂正四半期報告書

 6/17



第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（訂正前）　

（単位：千円）　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

資産の部 　 　

流動資産 　 　

現金預金 4,671,890 3,591,921
受取手形・完成工事未収入金等 6,628,582 5,946,020
販売用不動産 220,250 336,717
未成工事支出金 684,505 485,559
その他 652,597　 367,522
貸倒引当金 △3,580　 △3,634
流動資産合計 12,854,246　 10,724,107

固定資産 　 　
有形固定資産 　 　
土地 2,637,581 2,637,581
その他 1,616,204 1,570,506
有形固定資産合計 4,253,785 4,208,088
無形固定資産 35,168 34,669
投資その他の資産 　 　
その他 2,812,252 2,529,597
貸倒引当金 △520,859 △240,334
投資その他の資産合計 2,291,393 2,289,263

固定資産合計 6,580,347　 6,532,021

　資産合計 19,434,594 17,256,129

負債の部 　 　

流動負債 　 　

支払手形・工事未払金 8,125,730 5,969,151
短期借入金 904,320 1,034,320
未払法人税等 24,842 14,493
未成工事受入金 1,297,618 1,440,326
賞与引当金 68,361 17,484
完成工事補償引当金 36,747 40,299
その他 379,139 389,917
流動負債合計 10,836,760 8,905,992

固定負債 　 　
長期借入金 12,360 9,120
退職給付引当金 706,316 736,633
入会保証預り金 964,186 881,350
その他 418,430 341,708
固定負債合計 2,101,292 1,968,811

負債合計 12,938,052 10,874,804
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（単位：千円）

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

純資産の部 　 　
株主資本 　 　
資本金 1,712,500 1,712,500
資本剰余金 1,341,130 1,341,130
利益剰余金 3,520,788 3,412,171
自己株式 △43,855 △43,855
株主資本合計 6,530,563 6,421,946

その他の包括利益累計額 　 　
その他有価証券評価差額金 △34,022 △40,621
その他の包括利益累計額合計 △34,022 △40,621

純資産合計 6,496,541 6,381,324
負債純資産合計 19,434,594 17,256,129
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（訂正後）

（単位：千円）　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

資産の部 　 　

流動資産 　 　

現金預金 4,671,890 3,591,921
受取手形・完成工事未収入金等 6,628,582 5,841,582
販売用不動産 220,250 336,717
未成工事支出金 684,505 485,559
その他 657,408　 367,522
貸倒引当金 △3,580　 △3,634
流動資産合計 12,859,057　 10,619,668

固定資産 　 　
有形固定資産 　 　
土地 2,637,581 2,637,581
その他 1,616,204 1,570,506
有形固定資産合計 4,253,785 4,208,088
無形固定資産 35,168 34,669
投資その他の資産 　 　
その他 2,846,295 2,564,788
貸倒引当金 △520,859 △240,334
投資その他の資産合計 2,325,435 2,324,454

固定資産合計 6,614,390　 6,567,212

　資産合計 19,473,447 17,186,881

負債の部 　 　

流動負債 　 　

支払手形・工事未払金 8,226,761 5,969,151
短期借入金 904,320 1,034,320
未払法人税等 24,842 14,493
未成工事受入金 1,297,618 1,440,326
賞与引当金 68,361 17,484
完成工事補償引当金 36,747 40,299
その他 379,139 384,944
流動負債合計 10,937,791 8,901,019

固定負債 　 　
長期借入金 12,360 9,120
退職給付引当金 706,316 736,633
入会保証預り金 964,186 881,350
その他 418,430 341,708
固定負債合計 2,101,292 1,968,811

負債合計 13,039,083 10,869,830
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（単位：千円）　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

純資産の部 　 　
株主資本 　 　
資本金 1,712,500 1,712,500
資本剰余金 1,341,130 1,341,130
利益剰余金 3,458,611 3,347,896
自己株式 △43,855 △43,855
株主資本合計 6,468,385 6,357,671

その他の包括利益累計額 　 　
その他有価証券評価差額金 △34,022 △40,621
その他の包括利益累計額合計 △34,022 △40,621

純資産合計 6,434,363 6,317,050
負債純資産合計 19,473,447 17,186,881
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

　　　　【第３四半期連結累計期間】　

（訂正前）　

（単位：千円）

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年12月31日）

当第３半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年12月31日）

売上高 22,054,868　 19,124,630　
売上原価 20,604,796　 17,909,132　

売上総利益 　 1,450,071　 　 1,215,497　

販売費及び一般管理費 　 1,196,207 　 1,326,562
営業利益又は営業損失（△） 253,863　 △111,064　

営業外収益 　 　 　 　

受取利息 　 16,104　 　 817　

受取配当金 　 7,677　 　 9,014　

受取賃貸料 　 18,159　 　 19,095　

入会保証預り金償還益 　 36,370　 　 46,531　

その他 　 21,415 　 15,377

営業外収益合計 　 99,726　 　 90,837　

営業外費用 　 　 　 　

支払利息 　 20,142　 　 19,196　

その他 　 3,398　 　 297　

営業外費用合計 　 23,541　 　 19,493　

経常利益又は経常損失（△） 　 330,048　 　 △39,720　

特別利益 　 　 　 　

固定資産売却益 　 138 　 －
投資有価証券却益 　 － 　 1,760

特別利益合計 　 138　 　 1,760　

特別損失 　 　 　 　

減損損失 　 7,966 　 －
投資有価証券評価損 2,111 －
退職給付制度改定損 210,677 －
特別損失合計 220,755 －
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

109,431 △37,960

法人税、住民税及び事業税 18,983 16,614
法人税等調整額 75,413 △729
法人税等合計 94,396 15,885
少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

15,034 △53,846

四半期純利益又は四半期純損失（△） 15,034 △53,846
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（訂正後）　

（単位：千円）　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年12月31日）

当第３半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年12月31日）

売上高 22,054,868　 19,025,164　
売上原価 20,604,796　 17,812,912　

売上総利益 　 1,450,071　 　 1,212,252　

販売費及び一般管理費 　 1,196,207 　 1,326,562
営業利益又は営業損失（△） 253,863　 △114,310　

営業外収益 　 　 　 　

受取利息 　 16,104　 　 817　

受取配当金 　 7,677　 　 9,014　

受取賃貸料 　 18,159　 　 19,095　

入会保証預り金償還益 　 36,370　 　 46,531　

その他 　 21,415 　 15,377

営業外収益合計 　 99,726　 　 90,837　

営業外費用 　 　 　 　

支払利息 　 20,142　 　 19,196　

その他 　 3,398　 　 297　

営業外費用合計 　 23,541　 　 19,493　

経常利益又は経常損失（△） 　 330,048　 　 △42,966　

特別利益 　 　 　 　

固定資産売却益 　 138 　 －
投資有価証券売却益 　 － 　 1,760

特別利益合計 　 138　 　 1,760　

特別損失 　 　 　 　

減損損失 　 7,966 　 －
投資有価証券評価損 2,111 －
退職給付制度改定損 210,677 －
特別損失合計 220,755 －
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

109,431 △41,206

法人税、住民税及び事業税 18,983 16,614
法人税等調整額 75,413 △1,877
法人税等合計 94,396 14,737
少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

15,034 △55,944

四半期純利益又は四半期純損失（△） 15,034 △55,944
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【四半期連結包括利益計算書】

　　　　【第３四半期連結累計期間】

（訂正前）　

（単位：千円）　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年12月31日）

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

15,034 △53,846　

その他の包括利益 　 　
その他有価証券評価差額金 △17,006 △6,599
その他の包括利益合計 　 △17,006 　 △6,599
四半期包括利益 △1,971 △60,446

（内訳） 　 　

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,971　 △60,446　
少数株主に係る四半期包括利益 －　 －　

　

（訂正後）　

（単位：千円）　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年12月31日）

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

15,034 △55,944　

その他の包括利益 　 　
その他有価証券評価差額金 △17,006 △6,599
その他の包括利益合計 　 △17,006 　 △6,599
四半期包括利益 △1,971 △62,543

（内訳） 　 　

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,971　 △62,543　
少数株主に係る四半期包括利益 －　 －　
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【注記事項】

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（訂正前）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 
報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額（注）

３
建築事業 土木事業 不動産事業 計

売上高        

外部顧客への売

上高
14,545,8204,360,21261,48018,967,512157,118 － 19,124,630

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,284135,132 － 136,417 － △136,417 －

計 14,547,1044,495,34561,48019,103,929157,118△136,41719,124,630

セグメント利益又

は損失（△）
578,244186,006△4,800759,450△20,824△849,690△111,064

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ事業であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△849,690千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あり、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

（訂正後）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 
報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額（注）

３
建築事業 土木事業 不動産事業 計

売上高        

外部顧客への売

上高
14,446,3544,360,21261,48018,868,046157,118 － 19,025,164

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,284135,132 － 136,417 － △136,417 －

計 14,447,6394,495,34561,48019,004,464157,118△136,41719,025,164

セグメント利益又

は損失（△）
574,998186,006△4,800756,204△20,824△849,690△114,310

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ事業であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△849,690千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あり、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（訂正前）　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
1円37銭 △4円92銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
15,034 △53,846

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
15,034 △53,846

普通株式の期中平均株式数（株） 10,953,984 10,953,984

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間は、潜在株式が存在しないた

め、当第３四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

　

（訂正後）　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
1円37銭 △5円11銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
15,034 △55,944

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
15,034 △55,944

普通株式の期中平均株式数（株） 10,953,984 10,953,984

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間は、潜在株式が存在しないた

め、当第３四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

平成25年５月27日

株式会社守谷商会

取締役会　　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉　田　昌　則　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小　松　　　聡　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社守谷商

会の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２４年１０月

１日から平成２４年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年１２月３１

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社守谷商会及び連結子会社の平成２４年１２月３１日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、当監

査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成２５年２月７日に四半期レビュー報告書を提出した。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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